
公益信託しまね女性ファンド助成事業 

子どもに関わるおとなのコミュニケーション力を高めるための人材育成事業 

実践！子どもにとっての「あそび」＆ 体感！「あそび」はコミュニケーションの源 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 鳶巣コミュニティセンターが忍者屋敷（やしき）に変身してキミを待つ！ 

数々の修行をクリアして、影忍者から逃れ、真の宝ものをキミは手に入れることができるか！？  

キミの挑戦と参加を待ってる！ 

 女子の参加、大歓迎！ もちろん男子も大歓迎！   

□ とき   3 月 4 日（日）●１２：４５受付 １３：００開始 （～１５：００頃まで） 

□ 場 所  鳶巣コミュニティセンター と その周辺 

□ 対 象  小学１年生～６年生までの児童   

□ 定 員  ３０名（ 先着順 ） 

□ 参加費  ５００円（ 保険代等 ）  ※当日受付でお願いします 

□ 持ち物  水筒 綿の風呂敷１枚（90cm×90cm 位） 

（おなじ大きさの綿の布でも可、バンダナ、化繊ものは不可）  

★申し込みは、裏面に記入の上、ＦＡＸで鳶巣コミュニティセンターまでお申し込みください。 

お電話でも受け付けます。

主催：ＮＰＯ法人 ほっと・すぺーす 21（松江市浜乃木３丁目 7-43） 

協力：鳶巣コミュニティセンター（出雲市東林木町 ８９０－４） 

   ＮＰＯ法人 あそび環境 Museum アフタフ・バーバン 

◆お申し込み・お問い合わせ先は 鳶巣コミュニティセンター  

 ℡ (０８５３)２１-０１７４    ＦＡＸ（０８５３)２１-０１７６ へ 



安心感のあるところでは、自分自身を出し、自分ら

しさを発揮します。ここには、相手に対する信頼感が

同時に存在しています。安心感と信頼感とは、人と関

わることの両輪といえます。これは人と関わるときの

やりとりの中で生まれてきます。体で感じあい、声で

感じあい、言葉掛けで感じあい、お互いの間に流れる

リズムで感じあい・・・こうして安心感が生まれ、信

頼感が生まれたとき、人は相手に身を委ねるのです。 

（NPO 法人あそび環境 Museum アフタフ・バーバン

コミュニケーションワーク・レジメより） 

 

なぜ今 、忍 者 ごっこなのか！？ 

 

「忍者まちをはしる！」は、昔私たちおとなが夢中になっ

て遊んだ「忍者ごっこ」です。 

たった一枚の風呂敷が、古新聞を丸

めた剣が、大きな想像の世界に導いて

くれます。子ども時代だからこそ味わ

える至福の時間です。 

この「あそび」を通して子どもたちは様々なことを体験と

して学びます。ドキドキ、ワクワクする気持ち、仲間と一

緒に遊ぶ楽しさ、一緒にいるおとなへの信頼と安心、そし

てやりとげたときの満足感と充実感。ふだん見慣れた場所がとても愛して場所になる気持ち、遠い

昔への思いをはせる時間 etc・・・そんな時間は子どもにとってかけがえのない宝ものだと私たち

は思っています。そして、人とかかわる楽しさを心と体と感じてほしいと思っています。 

 

 

 

ＦＡＸ（０８５３)２１-０１７６ 

鳶巣コミュニティセンター  宛て 

ふ り が な 

参加者の名前 
 学 年 年生 

ふ り が な 

保護者氏 名 
 住 所 

〒 

電話（携帯等日中連絡とれるところ）  

ＦＡＸ送信票 

 


